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１
２
０
周
年
の
節
目
の
年
に
描
く

輝
く
未
来
の
青
写
真

着
々
と
整
備
が
進
む

県
都
の
新
た
な「
顔
」づ
く
り

　

市
制
施
行
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
岐
阜
市
の
今
年

度
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
翔
る（
か
け
る
）」で
あ
る
。
こ

の
言
葉
に
か
け
る
思
い
を
細
江
茂
光
岐
阜
市
長
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

 

「
金
融
不
況
後
の
厳
し
い
状
況
下
で
、
新
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
だ

か
ら
こ
そ
、
岐
阜
市
は
、
す
べ
か
ら
く
協
働
の
精
神

で
敢
然
と
立
ち
向
か
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な

歴
史
や
資
産
を
足
掛
か
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市

内
に
立
地
す
る
企
業
、
大
学
な
ど
と
手
を
携
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。『
翔
る
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

は
、
暗
く
重
苦
し
い
現
在
の
時
勢
か
ら
、
協
働
の
精

神
で
、
明
る
い
未
来
に
向
け
て
翔
け
上
が
る
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

　

岐
阜
市
で
は
こ
の
市
制
施
行
１
２
０
周
年
に
当
た

る
今
年
度
、
市
主
催
事
業
、
市
民
公
募
自
主
事
業
を

併
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
す
る
。

 

「
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
さ
ら
に
、
未

来
へ
の
礎
と
し
て
の
新
た
な
『
教
育
』
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
未
来
へ
の
備
え
と
し
て
の
市
民
の
暮
ら
し
の

『
安
心
』の
実
現
、
未
来
の『
元
気
』の
源
泉
と
な
る
新

た
な
産
業
と
交
流
が
生
み
出
す
活
力
の
創
出
、
そ
れ

ら
を
よ
り
一
層
の
重
点
政
策
の
柱
と
し
て
ま
い
り
ま

す
。
同
時
に『
不
断
の
行
財
政
改
革
』に
も
引
き
続
き
、

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
」（
細
江
市

長
）

　

そ
の
象
徴
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が
、
岐
阜
市

の
表
玄
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
周
辺
の
再
開
発
だ
。

北
口
駅
前
の
西
側
に
そ
び
え
る
「
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ

ワ
ー
43
」
は
、
平
成
19
年
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
地

上
43
階
、
地
下
１
階
の
超
高
層
ビ
ル
で
、
岐
阜
駅
西

地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ

た
複
合
ビ
ル
だ
。
建
物
の
高
さ
１
６
３
m
は
中
部
圏

最
高（
平
成
19
年
現
在
）で
、
低
層
部
分
に
は
商
業
施

設
の
ほ
か
岐
阜
放
送
本
社
が
入
り
、
６
階
か
ら
14
階

は
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
、
15
階
か
ら
42
階
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、
最
上
階
は
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
と

展
望
台
に
な
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
平

成
17
年
の
販
売
開
始
と
同
時
に

即
日
完
売
し
た
と
い
う
。

　

北
口
の
駅
２
階
か
ら
翼
状
に
左
右
に
延
び
る
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ（
Ｕ
字
型
デ
ッ
キ
）に
囲
ま
れ
た

駅
前
広
場
で
は
、
植
栽
工
事
が
着
々
と
進
み
つ
つ
あ

る（
取
材
は
３
月
末
）。
北
口
駅
前
広
場
は
、
完
成
す
る

と
在
来
線
の
駅
と
し
て
は
全
国
一
の
広
さ
に
な
る
。

 「
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
は
『
杜も

り

の
駅
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
北
口
駅
前
広
場
が
完
成
す
る
と
、
植
栽
さ
れ
た

樹
木
が
ち
ょ
っ
と
し
た
杜
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
住
宅
街
区
の
色
彩
が
濃
い
南
口
側

駅
前
は
清
楚
で
静せ
い
ひ
つ謐

な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
対
照
的
に

北
口
側
は
、
都
心
部
が
あ
る
岐
阜
市
の
玄
関
口
と
し

て
の
利
便
性
の
向
上
や
、
都
市
機
能
の
充
実
化
が
図

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
市
民
が
長
い
間
待
ち
望
ん
で
き

た
、
岐
阜
都
市
圏
１
０
０
万
人
に
と
っ
て
の
新
た
な

岐
阜
の
顔
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
」

（
細
江
市
長
）

中
心
市
街
地
活
性
化
の
柱
は

岐
阜
駅
前
か
ら
柳
ケ
瀬
ま
で
の
再
開
発
計
画

　

岐
阜
駅
周
辺
だ
け
で
は
な
い
。
飲
食
店
の
集
積
を

中
心
と
す
る
商
業
地
区
と
し
て
、
全
国
的
に
も
有
名

な
柳
ケ
瀬
地
区
の
再
開
発
事
業
、
北
口
駅
前
商
業
地

区
の
再
開
発
事
業
、
鵜
飼
で
知
ら
れ
る
長
良
川
河
畔

の
伝
統
的
な
町
並
み
景
観（
川
原
町
地
区
）の
整
備
な

ど
も
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
数
の

再
開
発
事
業
が
動
き
出
す
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
岐

阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
ー
43
の
成
功
に
あ
っ
た
と
細
江
市

長
は
言
う
。

 

「
繊
維
関
係
の
問
屋
街
が
多
く
集
積
し
て
い
る
北
口

駅
前
は
、
都
心
部
へ
の
動
線
を
考
え
る
と
人
の
流
れ

の
面
が
停
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
以
前
か

ら
再
開
発
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
は
い
た
も
の

の
、
動
き
は
活
発
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
ー
の
成
功
で
急
速
に
活
気
づ
き
、

今
年
中
に
は
37
階
建
て
の
超
高
層
再
開
発
ビ
ル
が
着

工
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す（
注
・
問
屋
町
西
部

南
街
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
。
平
成
23
年
度

竣
工
予
定
）。
こ
の
ビ
ル
に
も
約
２
０
０
戸
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
が
上
層
部
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
」

　

岐
阜
市
は
平
成
18
年
度
中
に
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
を
策
定
し
、
翌
19
年
度
早
々
に
国
の
認
定

を
受
け
た
。
岐
阜
駅
前
か
ら
柳
ケ
瀬
に
至
る
地
区
の

中心市街地活性化の起爆剤ともなった岐阜シティ・タワー 43は岐阜駅前にそびえる新ランドマーク

市民のまちづくり会議も開催される柳ケ瀬あい愛ステーション
（写真は「まちあるきマップ」編集会議の模様）

細江茂光
岐阜市長

（岐阜県）
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再
開
発
事
業
は
そ
の
柱
の
一
つ
と
な
る
。

 

「
岐
阜
市
に
は
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
と
並
ぶ
玄
関
口
と
し
て

名
鉄
岐
阜
駅
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
Ｊ
Ｒ
と
名
鉄
の

岐
阜
駅
と
を
結
ぶ
結
節
点
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
東
地

区
再
開
発
の
検
討
に
も
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
予

定
で
す
。
さ
ら
に
名
鉄
岐
阜
駅
前
か
ら
柳
ケ
瀬
方
面

に
至
る
商
店
街
の
再
活
性
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

こ
こ
は
、
か
つ
て
市
内
随
一
の
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
が
、
百
貨
店
な
ど
の
大
型
商
業
施
設
の

相
次
ぐ
撤
退
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

が
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
柳
ケ
瀬
地
区
の
再
活

性
化
と
周
辺
商
業
地
区
の
再
開
発
事
業
の
手
始
め
と

し
て
昨
年
７
月
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
拠
点
『
柳
ケ

瀬
あ
い
愛
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
開
設
し
ま
し
た
」（
細

江
市
長
）

　

柳
ケ
瀬
あ
い
愛
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
ま
ち
な
か
情

報
発
信
拠
点
」
と
し
て
、
商
店
街
の
情
報
発
信
な
ど

の
ほ
か
、
市
民
や
観
光
客
の
交
流
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
会
議

室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
ま
で
完
備
し
た
多
機
能
交
流

施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
市
民
か
ら
早
く
も

親
し
ま
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

柳
ケ
瀬
地
区
で
は
今
後
、
大
衆
演
劇
の
劇
場
を
核

と
し
た
活
性
化
事
業
や
空
き
店
舗
活
用
事
業
を
積
極

的
に
展
開
す
る
。
ま
た
由
緒
あ
る
古
社
・
金
神
社
に

隣
接
す
る
金
公
園
の
整
備
に
も
着
手
す
る
。
最
終
的

に
Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
の
両
岐
阜
駅
前
か
ら
金
公
園
、
柳
ケ

瀬
、
長
良
川
河
畔
、
岐
阜
公
園
に
至
る
回
遊
コ
ー
ス

の
構
築
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
市
で
は
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
の
下
、「
ま
ち
な
か
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
南
口
、
市

役
所
南
庁
舎
、
市
立
歴
史
博
物
館
な
ど
数
カ
所
に
サ

イ
ク
ル
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
、
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
ど

こ
で
返
却
し
て
も
い
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
取
材
の

折
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
岐
阜
駅
～
金
公
園

～
柳
ケ
瀬
～
岐
阜
公
園
～
長
良
川
を
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
で
走
破
し
て
み
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
岐
阜
市
の
歴

史
的
要
素
・
文
化
的
要
素
・
各
種
商
業
集
積
な
ど
が

網
羅
さ
れ
、「
ま
ち
な
か
回
遊
路
」
と
し
て
出
色
で
あ

る
こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。

岐
阜
市
な
ら
で
は
の「
信
長
公
」を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
11
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
に
隣
接
す
る
岐
阜

市
文
化
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
（
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
）

に
お
い
て「
第
１
回　

信
長
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
題
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
美
濃
を
制
す
る
も
の

は
天
下
を
制
す
と
う
た
わ
れ
た
戦
国
時
代
、
数
あ
る

戦
国
武
将
の
中
で
も
個
性
際
立
つ
一
代
の
風
雲
児
・

織
田
信
長
が
岐
阜
城
に
在
城
し
た
約
９
年
間
は
、
文

字
通
り
、
天
下
が
岐
阜
を
中
心
に
回
っ
て
い
た
。

 

「
信
長
公
が
美
濃
稲
葉
山
城
に
入
城
し
て
岐
阜
城
と

改
め
、
城
下
町
・
井
ノ
口
も
岐
阜
と
改
め
ら
れ
た

１
５
６
７
年
か
ら
安
土
城
に
移
る
ま
で
の
９
年
間
。

室
町
幕
府
の
事
実
上
の
代
行
者
と
し
て
天
下
布
武
の

朱
印
状
を
発
行
し
た
り
、
時
の
将
軍
・
足
利
義
昭
を

奉
じ
て
上
洛
す
る
な
ど
、
天
下
統
一
の
基
礎
を
築
き

ま
し
た
。
岐
阜
城
か
ら
安
土
城
に
移
っ
て
６
年
後
に

本
能
寺
の
変
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
武

将
と
し
て
も
一
番
の
盛
り
を
岐
阜
で
過
ご
し
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。『
信
長
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
信
長
公

の
領
国
経
営
の
手
法
、
楽
市
楽
座
な
ど
岐
阜
を
舞
台

に
見
せ
た
各
種
の
斬
新
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
、
中
世

を
一
気
に
近
世
へ
と
近
づ
け
た
と
さ
れ
る『
時
代（
天

下
）を
リ
ー
ド
す
る
思
想
』な
ど
に
学
び
、
そ
れ
を
現

代
の
岐
阜
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

も
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
で
す
」（
細
江
市

長
）

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

歴
史
学
者
な
ど
の
多
彩
な
講
演
者
が
織
田
信
長
の

「
人
間
像
」
を
語
っ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
信
長
が
築
い
た
城

郭
や
城
下
町
の
建
設
思

想
、
経
営
思
想
な
ど
に

つ
い
て
、
熱
心
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
岐
阜

城
周
辺
の
岐
阜
公
園
で

は
、「
織
田
信
長
公
居

館
跡
」
の
発
掘
整
備
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岐
阜
城
は
今
も
地
域
の

人
々
が「
信
長
公
」と
尊

称
を
も
っ
て
呼
ぶ
織
田

信
長
の
居
城
だ
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者

は
平
成
19
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
織
田
信
長
公

居
館
跡
の
発
掘
現
場
も

見
学
す
る
な
ど
、「
岐

阜
時
代
の
信
長
」
に
熱

い
思
い
を
は
せ
た
。
こ

の
居
館
に
関
し
て
は
、

宣
教
師
の
ル
イ
ス
・
フ

ロ
イ
ス
が
残
し
た
日
記

な
ど
の
記
述
か
ら
も
、

か
な
り
規
模
の
大
き
な

複
合
的
建
物
で
あ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
発
掘
作
業
が
進

む
に
つ
れ
、
そ
の
予
測
の
正
し
さ
が
あ
ら
た
め
て
確

認
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

毎年10月第１土曜・日曜に行われる「ぎふ信長まつり」昨年11月、盛況のうちに開催された「第１回　信長学フォーラム」

岐阜市の象徴は日本有数の清流・長良川（正面右の山は岐阜城を頂く金華山）

長良川河畔の遊歩道（長良川温泉前）
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１
２
０
年
目
の
躍
進
を
支
え
る

行
財
政
改
革
と
教
育
立
市

　

深
刻
な
金
融
不
況
下
に
あ
っ
て
、
市
制
１
２
０
周

年
を
機
に
さ
ら
な
る
積
極
的
市
政
運
営
を
実
施
で
き

る
岐
阜
市
の
大
き
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は
、
こ
こ
数
年

来
、
果
断
に
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
の
効
果

で
あ
る
。

　

岐
阜
市
が
行
っ
て
き
た
財
政
基

盤
確
立
に
向
け
た
努
力
は
、
市
営

バ
ス
事
業
の
民
間
譲
渡
、
保
育
所

民
営
化
、
職
員
定
数
の
削
減
（
昭

和
56
年
の
４
９
９
６
人
か
ら
平
成

20
年
に
は
１
０
０
０
人
以
上
の
削

減
）、
給
与
の
適
正
化（
平
成
19
年

度
に
は
中
核
市
中
、
４
番
目
に
低

い
レ
ベ
ル
に
）、
地
方
債
残
高
の

縮
減
（
平
成
11
年
に
１
３
６
２
億

円
あ
っ
た
普
通
債
が
平
成
19
年
に

は
９
１
９
億
円
、
平
成
20
年
度

末
に
は
８
６
６
億
円
に
）
な
ど
と

な
っ
て
結
実
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
行
政
革
新
度
ラ
ン

キ
ン
グ
（
日
本
経
済
新
聞
・
平
成

20
年
12
月
１
日
付
。
市
民
参
加
度

も
含
む
）
で
は
、
全
国
８
０
６
市

区（
当
時
）の
う
ち
第
10
位
と
評
価

さ
れ
た（
平
成
18
年
度
は
16
位
）。

「
三
位
一
体
改
革
で
国
か
ら
の
交

付
税
が
急
減
し
た
現
在
、
健
全
財

政
を
維
持
す
る
に
は
緊
縮
だ
け
で
な
く
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
な
事
業
に
、
よ
り
多
く
振
り
分
け
る
選

択
と
集
中
の
見
極
め
が
、
何
よ
り
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
岐
阜
市
で
は
、
将
来
の
岐
阜

市
を
背
負
う
人
材
育
成
の
た
め
、
特
に
教
育
立
市
を

意
識
し
た
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
」（
細
江

市
長
）

　

岐
阜
市
で
は
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
か
ら
特
に
義
務
教
育
の
充
実
に
注
力
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
校
舎
の
耐
震
化
（
約
60
億
円
を

使
い
５
年
間
で
整
備
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
推
進
、
小
中
一
貫
英
語
教
育
の
推
進
、
ふ
る
さ

と
学
習
教
材
の
整
備
、
授
業
理
解
の
た
め
の
教
育
備

品
整
備
な
ど
多
彩
な
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

 

「
現
代
の
よ
う
に
時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
と
き
、

社
会
を
変
革
す
る
最
大
の
イ
ン
フ
ラ
は
〝
人
〟
で
す
。

特
に
先
端
技
術
が
時
代
を
形
成
す
る
現
代
か
ら
近
未

来
に
か
け
て
、
優
秀
な
人
材
の
集
積
す
る
と
こ
ろ
に

企
業
も
集
積
し
ま
す
。
新
時
代
の
岐
阜
市
を
支
え
、

発
展
さ
せ
て
い
く
の
は
そ
う
し
た
人
材
だ
と
の
観
点

か
ら
、
と
り
わ
け
情
報
化
教
育
、
英
語
教
育
、
キ
ャ

リ
ア（
起
業
家
）教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」（
細
江
市
長
）

　

市
制
施
行
１
２
０
周
年
目
の
岐
阜
市
が
展
開
す
る

施
策
は
医
療
面
、
産
業
面
、
文
化
面
な
ど
、
ほ
か
に

も
注
目
す
べ
き
部
分
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
施
策
が「
岐

阜
都
市
圏
１
０
０
万
人
の
中
核
、
県
都
・
岐
阜
市
」

を
常
に
意
識
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
未
来

に
向
か
っ
て
飛
翔
を
期
す
岐
阜
市
の
大
い
な
る
矜き
ょ
う
じ持

が
表
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

信
長
学
を
全
国
に

情
報
発
信
す
る
構
想
も

  

「
文
化
庁
の
調
査
官
な
ど
も
信
長
公
居
館
跡
の
歴
史

的
価
値
の
高
さ
に
は
注
目
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
発

掘
終
了
後
に
は
、
高
知
市
の
坂
本
竜
馬
記
念
館
の
事

例
の
よ
う
に
、
全
国
の
信
長
公
フ
ァ
ン
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
る
居
館
復
元
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

信
長
公
の
素
晴
ら
し
さ
は
単
に
事
実
上
の
天
下
統

一
を
、
初
め
て
果
た
し
た
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
時
代
を
改
革
し
た
先
進
性
と
、
そ
の
背
景

に
あ
る
情
報
戦
略
、
各
種
の
規
制
緩
和
、
全
国
に
散

ら
ば
る
戦
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
け
て
担
当
武
将

に
当
た
ら
せ
る
と
い
う
常
備
軍
編
制
な
ど
、
全
盛
期

の
戦
略
的
な
合
理
性
と
隅
々
に
ま
で
至
る
戦
術
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
は
、
現
代
に
も
通
用
す
る
独
創
性
が
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

岐
阜
市
と
し
て
は
信
長
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開

催
し
、
信
長
研
究
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
も
い
う
べ
き
信

長
学
を
全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て

信
長
公
が
つ
く
っ
た
岐
阜
の
ま
ち
を
、
歴
史
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
回
遊
し
て
い
た
だ
く
歴
史
観
光
、
ス

ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
を
提
唱
し
、
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
細
江
市
長
）

　

岐
阜
城
を
山
頂
に
頂
く
金
華
山
の
ふ
も
と
に
広
が

る
岐
阜
公
園
に
は
、
織
田
信
長
公
居
館
跡
の
ほ
か
、

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
や
国
内
有
数
の
名
和
昆
虫
博
物

館
、
日
中
友
好
庭
園
な
ど
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

歴
史
公
園
と
し
て
よ
り
親
し
め
る
よ
う
な
新
た
な
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
、
総
合
案
内
所
な
ど
の
整
備
も
年
内
に

完
成
予
定
だ
。

　

ま
た
岐
阜
公
園
周
辺
に
は
、
斎
藤
道
三
の
菩
提
寺

（
常
在
寺
）
を
は
じ
め
と
す
る
名め
い
さ
つ刹
、
古
社
、
古
街
道

な
ど
が
多
数
点
在
し
て
い
る
ほ
か
、
公
園
か
ら
程
近

い
距
離
に
あ
る
長
良
川
河
畔
の
鵜
飼
船
乗
り
場
に
至

る
歴
史
的
町
並
み（
川
原
町
）も
無
電
柱
化
や
ペ
ー
ブ

メ
ン
ト
整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
駅
前
か
ら
続
く
回

遊
路
は
完
成
に
向
け
着
々
と
整
い
つ
つ
あ
る
。
歴
史

を
た
ど
り
、
歴
史
の
記
憶
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
回
遊
す
る
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
ま
さ
に
う
っ

て
つ
け
の
環
境
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

1300年以上の歴史を誇る長良川鵜飼は夏の風物詩

長良川鵜飼船乗り場に至る川原町の歴史的町並み

信長の居城として知られる金華山山頂（標高329メートル）の岐阜城

市民の憩いの場である岐阜公園


